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または反対方向を向く.120 0 スピン配列をしている [7]が､CrJの秘事相のスペクトル
は構造を持っている｡ 中性子回折からも時間的または空間的なスピン分布の存在が示唆さ
れている｡また､CrJの転移温度に試料依存性がみられ､CrJの転移および秩序相にお
ける 120 0 スピン配列は Fe-Jとは大きく異なっているようである｡原子欠損による部分
的なフラストレーションの解消や 1200スピン構造のC軸周りの回転を伴う磁気 ドメイン
の分布､また､スピンの大きさの違いによる効果等の可能性が考えられる｡
この研究は､京大人間 ･環境学研究科の西山昌秀氏､日本原子力研究所関西研究所の稲
見俊哉博士､京大理学研究科の堀勉氏､京大総合人間学部の故岡与志男教授との共同研究
である｡
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